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共同募金委員会からのお知らせ
ひとり暮らしふれあい招待会
ワークキャンプ・日帰りボランティア・体験学習
夏休み児童デイサービス・温泉宅配
ファミリー・サポート・センターからのお知らせ
介護予防教室活動紹介・義援金の受付
香典返し・心配ごと相談等事業

　７月26日（木）児童デイサービス（低学年）の体験学習の様
子です。エコ村伝承館の皆さんと一緒に記念撮影。
　詳しくは、Ｐ５をご覧ください。



赤い羽根共同募金にご協力お願いします。

赤い羽根共同募金って、どんな募金？

●共同募金は、民間の社会福祉活動の資金として使われます。広域的には、県内の民間福祉施設や福祉団体など
に配分されます。共同募金によって、民間の社会福祉施設や社会福祉協議会などの社会福祉の団体は、様々な活
動が行えるわけです。
　そして、赤い羽根共同募金は、熊本県共同募金会が主体となり、その下部組織である和水町共同募金委員会に
よって実施されます。つまり皆様からお寄せいただいた募金は、和水町の福祉のために役立てられています。

募金なのに、なぜ目標額があるの？

募金は、どんなことに使われるの？

●昭和22年、戦後の貧しさの中で、ともに助け合って生きていこうという熱い連帯感から始まった、今年度で
71年を迎える歴史ある運動です。共同募金は、社会福祉法という法律を根拠として各都道府県を単位として
行われ、災害時など例外を除き、集まった寄付金はその都道府県内で使いみちが決められます。つまり、寄付し
た方々の地域に還元される寄付金です。

　和水町共同募金委員会では、運動月間（10月～12月）にかけて、各世帯をはじめ、企業・店舗・職域・学校募
金など様々な場面で募金活動を展開させて頂きます。皆様から寄せられた募金の８割程度が、31年度の事
業費として和水町共同募金委員会に配分されます。昨年度は、皆様のご協力より、目標額に近い実績となりま
した。今年度の目標額は、2,880,000円です。１人でも多くの方のご理解・ご協力をお願い致します。

●共同募金は、集まった寄付金を特定の配分先などに単純に配分しているのではありません。まず、民間の社
会福祉施設や団体、社会福祉協議会などからあらかじめ配分の申請があがってくるところから始まります。
　その申請内容について、その必要性・緊急性などを審査し、寄付者の方々に納得していただけるような配分
計画をたて、その計画額を目標額として行う募金です。言い換えると、目標額は最小限度、これだけは是非必要
だという計算から割り出された金額という事です。
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和水町の主な配分事業和水町の主な配分事業和水町の主な配分事業
老人福祉活動費　44万円

ひとり暮らしふれあい招待会や老人クラ
ブ連合会育成費など。地域または組織間
におけるつながりの構築を図る。

母子父子福祉活動費　6万円
ひとり親家庭を対象とした事業
で、参加者同士の交流や母子会
への加入促進を図る。

ボランティア活動費　51万円
町ボランティア連絡協議会及び
加盟団体等への支援など、ボラン
ティア活動推進のため。

総合福祉的事業　100万円
社協活動の広報・啓発活動を通
して、誰もが安心して暮らせる
まちづくりのため。

児童・青少年福祉活動費　33万円
児童・生徒を対象とした児童デイサービ
スやワークキャンプ事業・福祉体験など
の福祉教育の推進を図る。

じぶんの町を良くするしくみ。 10月1日（月）～12月31日（月）

　

春
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ふ
れ
あ
い

招
待
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
水
地
区
は
６
月
27
日（
水
）に

開
催
し
58
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

菊
池
川
河
川
事
務
所
よ
り
大
石

様
に
講
師
と
し
て
お
越
し
い
た
だ

き
、こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
の
時

期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、河
川
の

増
水
へ
の
日
頃
か
ら
の
備
え
や
避

難
方
法
な
ど
を
、過
去
の
デ
ー
タ

を
交
え
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

和
水
町
は
菊
池
川
が
流
れ
る
地

域
で
す
の
で
、皆
さ
ん
真
剣
に
お

話
を
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
菊
水
ひ
ま
わ
り
園

の
園
児
を
お
招
き
し
、踊
り
の
披

露
や
ペ
ア
に
な
っ
て
の
手
遊
び
な

ど
、か
わ
い
い
子
ど
も
達
に
自
然

と
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

三
加
和
地
区
は
６
月
29
日（
金
）

に
開
催
し
73
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

平
成
音
楽
大
学
か
ら
、村
橋
准

教
授
と
遠
山
講
師
の
お
二
人
に
お

越
し
い
た
だ
き
、音
楽
を
使
っ
た

遊
び
や
音
楽
療
法
に
つ
い
て
お
話

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

途
中
、美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の
も

の
ま
ね
も
ご
披
露
い
た
だ
き
、名

曲
の
数
々
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
五
木
の

子
守
唄
の
披
露
、さ
ら
に
は
そ
の

後
参
加
者
の
飛
び
入
り
で
の
踊
り

の
披
露
と
、た
く
さ
ん
の
音
楽
に

触
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
食
事
の
時
間
は
近
所

の
方
や
久
し
ぶ
り
に
会
わ
れ
た
ご

友
人
な
ど
と
会
話
も
盛
り
上
が

り
、あ
っ
と
い
う
間
に
一
日
が
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、参
加

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、招
待
会
開
催
に
あ
た
り

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
の

皆
さ
ま
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
協
力
団
体
）

•
和
水
町
役
場
健
康
福
祉
課

•
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

ひとり暮らしふれあい招待会春の



夏休み児童デイサービス
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和
水
町
内
の
３
施
設
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、今
年

も
中
学
生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
・
日
帰
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
、何
を
し
て
い
い
か
戸
惑
い
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
が
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
、積
極
的
に
行

動
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
短
時
間
で
生
徒
た
ち
の
成

長
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。各
施
設
の
利
用

者
の
方
々
と
の
交
流
や
お
手
伝
い
な
ど
大
変
貴
重
な

体
験
が
出
来
ま
し
た
。

　

受
入
れ
い
た
だ
い
た
施
設
の
皆
さ
ま
に
も
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
実
施
施
設
）

•
７
月
23
〜
24
日 

ふ
れ
あ
い
松
川

•
７
月
27
日 

清
風
苑

•
８
月
２
〜
３
日 

和
楽
荘

　

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に

夏
休
み
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

開
催
し
ま
し
た
。７
月
25
・
26
日

は
低
学
年
66
名
、７
月
31
・
８
月

１
日
は
高
学
年
49
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
宿
題
の
時
間
は
、

持
っ
て
き
た
宿
題
を
解
き
な
が

ら
、分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
大

学
生
や
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

昼
食
に
は
、初
め
て「
そ
う

め
ん
流
し
」を
試
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
想
像

し
な
が
ら
竹
切
か
ら
の
準
備

を
進
め
10
ｍ
の「
そ
う
め
ん
流

し
」が
実
現
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
体
験
で
は
、自

分
で
絵
を
描
い
て
作
る
プ
ラ
板

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
、エ
コ
村
伝

承
館
よ
り
講
師
を
お
呼
び
し
、

割
り
箸
ゴ
ム
鉄
砲
や
マ
イ
箸
作

り
を
教
え
て
い
た
だ
き
、参
加

者
も
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
一
生

懸
命
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、休
み
時
間
や
お
迎
え

を
待
つ
間
、他
の
学
校
の
子
同

士
仲
良
く
な
り
、汗
だ
く
に
な

り
な
が
ら
遊
ん
で
い
た
よ
う

で
す
。

　

９
月
５
日（
水
）に
な
ご
み
Ａ

Ｇ
会
に
よ
る
温
泉
と
弁
当
の

宅
配
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
に
自

宅
で
も
温
泉
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
始
ま
っ
た
こ
の
行

事
も
、今
年
で
26
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　

三
加
和
温
泉
ご
協
力
の
も

と
、源
泉
か
ら
お
湯
を
タ
ン
ク

に
積
ん
で
、95
軒
の
お
宅
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、女
性
部
は
お
昼
に
合

わ
せ
て
手
作
り
の
お
弁
当
を
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
湯
を
貰
わ
れ
た
方
は「
何

回
も
お
風
呂
に
入
る
よ
。」と
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
７
月
11
日　

車
イ
ス
と
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
》

　

初
め
て
の
車
イ
ス

と
ア
イ
マ
ス
ク
体
験

で
は
介
助
者
を
信
頼

し
、
介
助
者
も
細
か

い
注
意
を
払
っ
て
体

験
し
て
い
ま
し
た
。

《
７
月
13
日　

点
字
体
験
》

　

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
に
石
原
吉
朗
様

を
お
迎
え
し
、
実
際

の
視
覚
障
が
い
者
の

生
活
の
様
子
や
、
点

字
を
教
え
て
も
ら
い
、

点
字
板
で
自
分
の
名

前
を
打
ち
ま
し
た
。

《
７
月
18
日　

手
話
体
験
》

　

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
に
原
賀
和
代
様
、

池
上
直
美
様
を
お
迎

え
し
、
50
音
の
手
話

と
簡
単
な
挨
拶
、
自

分
の
名
前
を
教
え
て

も
ら
い
、み
ん
な
の
前

で
発
表
し
ま
し
た
。

温泉と
お弁当の宅配なごみAG

会
三加和小福祉体験学習三加和小福祉体験学習

車イスとアイマスク体験石原先生から点字のお話原賀先生から手話のお話

ふれあい松川ワークキャンプ
菊水中２年　有働 若菜

　私はワークキャンプに参加してお年寄
りの方と会話する難しさ、楽しさを学びま
した。
　３つの施設を回り、始めは上手く話せる
か不安でしたが、笑顔で話しかけてくださ
り、不安もなくなり、２日目は自分から話せ
ることができました。
　おじいちゃんおばあちゃんの優しい笑
顔に元気をもらい、２日間の体験を終える
ことができました。
　また、夜はバーベキュー、花火など楽し
いことがたくさんあり、とってもいい思い
出になったので、来年も参加したいです。
　最後に、施設の職員の方には、丁寧にア
ドバイス、指導していただき、たくさんお話
してくださってありがとうございました。

和楽荘ワークキャンプ
三加和中３年　仲田 ひな

　私は参加するのが２回目で、今回は車イ
スを動かすことはなかなかなかったけど、
食事介助を手伝わせていただいたりとて
も楽しかったです。
　私にも99歳のひいおばあちゃんがいま
す。このワークキャンプに参加させていた
だいて、どのような手伝いをしたらいいの
か詳しくわかり理解することができました。
だから私も、ひいおばあちゃんが少しでも
楽に生活できるように、ワークキャンプで
学んだことをしっかり活かしていきます。
　私は３年生なので、もう参加できません
が、もしまたこのような機会があれば参加
して、またたくさんのことを学び、日頃の
生活で活用していきます。
　２日間ありがとうございました。

清風苑日帰りボランティア
三加和中１年　山下 紗瑛

　初めて清風苑のボランティアに参加してみ
て、まず最初に思ったのは、きつくてすごく大
変だなと思いました。
　でも、お年寄りの方とたくさん話していくう
ちに楽しいと思うようになりました。
　認知症の方がおられる階での活動はすごく
緊張し、どうやって話しかけようかと思ってい
ましたが、一度しゃべりかけると、色んな事を
話してくださり、とても話しやすかったです。
　認知症なので同じことを繰り返すように話
されるけれど、どれだけ楽しかったかなどす
ごく伝わりました。
　和楽荘にも参加し、清風苑で学んだことが
しっかり活かせました。
　来年もぜひ参加したいと思っているので、
またよろしくお願いします。

　

三
加
和
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
、３
回
に

わ
た
り
福
祉
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。



（アドバイザー）

ファミリー・サポート・
センター事務局

協力依頼

研修・登録登録

援助の依頼

援助

報酬 協力会員

子育ての援助を
行いたい人

依頼会員

子育ての援助を
受けたい人

介護予防教室活動紹介～お茶の間筋トレ～介護予防教室活動紹介～お茶の間筋トレ～
　“自分の出来る事を出来るところまで無理せず頑張る”をモットーに、町内57地区（社会福祉
協議会実施地区33地区）で介護予防教室（お茶の間筋トレ）が実施されています。
　週1回の開催を基本とし、約90分程度の時間の中で、血圧測定や筋トレ、ダンス、レクリエーション、
マッサージなど参加者とボランティアスタッフ、職員が一緒になって活動しています。（自主活動もあります）
　各地区の開催日は下の表のとおりです。見学は自由に出来ますので、皆さんお待ちしています！

☆印は、社協が町から委託を受けて実施している地区になります。
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和水町ファミリー・サポート・センター 会員募集和水町ファミリー・サポート・センター 会員募集

社会福祉士相談援助
実習終了

社会福祉士相談援助
実習終了

九州看護福祉大学
４年

渡慶次亜美

　今回の実習を通して多くの事
業に参加、見学をさせていただ
き、社会福祉協議会の役割や地
域を支援していく際の社会福祉
士としての視点を学ぶことがで
きました。
　今後は、実習で浮き彫りとな
った課題に対して取り組み、実
習で得た学びを生かして福祉
に携わりたいです。
　23日間、ありがとうございま
した。

◆雇用形態 非常勤職員
◆雇用期間 採用日～平成31年３月31日まで
◆応募条件 年齢不問。学歴不問。パソコン（ワード・エ

クセル）技能を有する方。
◆給　　与 時給800円～
◆業務内容 利用会員・協力会員の募集や登録、会員相

互の援助活動のコーディネート、その他セ
ンターの遂行に関する業務を行います。業
務で基本的なパソコン操作を行います。
その他地域福祉事業に関する業務。

◆勤 務 地 和水町社会福祉協議会
◆勤務時間 9：00～16：00の間の６時間　

休憩時間60分
◆募集期間 随時
◆採用人数 １名
◆選考方法 面接試験　※書類選考あり

ファミリー・サポート・センター

アドバイザー募集！

子育て中のパパ・ママを応援します

義援金の受付けを行っています。
～ 平成30年７月豪雨災害 ＆ 平成30年北海道胆振東部地震災害 ～

　和水町ファミリー・サポート・セン
ターでは、子育て中の保護者の仕事と
育児の両立を支援するために、子ども
の一時預かりや送迎などの相互支援
活動を行っています。
　本事業の利用を希望される方は、事
前に会員登録が必要となります。

【依頼会員】
　町内在住の人で、生後６カ月から小学６年生までの子どもを養育
している方です。
　なお、預けられる子どもの方が病気の時は、援助が出来ません。

【利用料金】
　依頼会員は、協力会員に対して、１時間当たり600円（平日：８時
～５時）～を支払います。※助成制度有
　詳しくは、社会福祉協議会までお問い合わせください。

曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

AM9:30

～ 11:30

☆焼　米 ☆下津原西 ☆立　石 ☆下津田
第1,3,5 週

（下津田公民館）

☆米渡尾 ☆下津原東
（焼米公民館） （下津原西公民館） （立石公民館） （米渡尾公民館） （下津原東公民館）
☆前　原 ☆鶯　原 ☆長小田 ☆志口永 ☆岩　尻
( 前原公民館 ) （鶯原公民館） （長小田公民館） （志口永公民館） （岩尻公民館）
江　栗 ☆中　岩 ☆上　岩 前　野 内　田

（江栗公民館） （中岩公民館） （上岩公民館） （前野公民館） （内田公民館）
久米野 板楠東 下大田黒 緑 ☆野　田

（久米野公民館） （台公民館） （下大田黒公民館） （三加和公民館） （野田公民館）
西吉地 皆行原 ☆下　岩 ☆上十町

（村公民館） （皆行原公民館） （下岩公民館） （猿懸公民館）
☆山十町 中吉地 中十町

（橋上公民館） （山森公民館） （中十町公民館）
中十町

（集会センター）

PM13:30

～ 15:30

☆大江田 ☆本　村 ☆下久井原 萩　原 ☆日　平 ☆白　石
（大江田公民館） （本村公民館） （下久井原公民館） （萩原公民館） （日平公民館） （白石公民館）

用　木 ☆古　閑 藤　田 ☆牧　野 ☆上久井原
（用木公民館） （古閑公民館） （藤田公民館） （牧野公民館） （上久井原公民館）
☆平　野 中　路 中　原 ☆江光寺 馬　場

（平野公民館） （中路公民館） （中原公民館） （江光寺公民館） （馬場公民館）
☆西　口 ☆上和仁 ☆春　富 ロマン館 上津田

（平々公民館） （上和仁公民館） （春富集会センター） （上津田公民館）
上大田黒 和仁東 ☆寺　山 ☆中和仁 ☆東吉地

（上大田黒公民館） （和仁東公民館） （寺山公民館） （鬼丸公民館） （切畑公民館）
北　原 和仁西

（北原公民館） （和仁西公民館）

＜各教室の実施日＞

　平成30年台風第７号及び前線等に伴う大雨

災害により、西日本を中心に甚大な被害が出ま

した。この災害で被災された方々を支援するた

め、義援金を受け付けております。

　お寄せいただいた義援金は、全額を被災地に

お届けいたします。皆さまの温かいご支援をよ

ろしくお願いいたします。

〇受付期間  平成30年12月31日（月）まで

〇受付場所  和水町社会福祉協議会

　平成30年９月６日に発生した北海道胆振地
方中東部を震源とする最大震度７の地震によ
り、北海道に大きな被害が出ました。この災害
で被災された方々を支援するため、義援金を受
け付けております。
　お寄せいただいた義援金は、北海道に設置さ
れた義援金配分委員会を通じ、全額を被災され
た皆様にお届けいたします。皆さまの温かいご
支援をよろしくお願いいたします。

〇受付期間  平成31年３月31日（日）まで
〇受付場所  和水町社会福祉協議会



上板楠
中和仁
蜻浦
藤田
西吉地
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上岩
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久米野
中吉地
山鹿市

Ｈ30年6月25日～Ｈ30年9月18日　受付分
寄 付 御 礼
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　外を見渡すと、秋を感じさせる風

景が目に飛び込み、朝夕涼しくなり、

過ごしやすい気候になってきました。“〇〇の秋”という

言葉がありますが、皆さんはどのような言葉が当てはま

りますか？食欲・読書・スポーツなど沢山あるかと思い

ます。意識的な時間を確保し、新しい発見が出来るよ

うに取り組むことが出来たらと思います。 （石原）
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　次の方 よ々り香典返しに代えて多額の寄付をいただきました。
ご報告と共に、ご逝去された方々のご冥福をお祈り申し上げます。

10 月 11 月 12 月
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と
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談

法
律
相
談

補
聴
器
相
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10月26日（金）
10:00～12:00
老人福祉センター
司法書士　1名
（簡易裁判代理権 有）
≪要予約！≫

11月9日（金）
10:00～12:00
本村公民館

行政相談委員1名
民生児童委員2名

10月12日（金）
10:00～12:00
福祉センター
行政相談委員1名
民生児童委員2名

11月30日（金）
10:00～12:00
福祉センター
司法書士　1名
（簡易裁判代理権 有）
≪要予約！≫

12月14日（金）
10:00～12:00
三加和公民館
行政相談委員1名
民生児童委員2名

10月19日（金）
9:00～12:00
福祉センター
熊本補聴器相談
センター対応

12月21日（金）
10:00～12:00
老人福祉センター
司法書士　1名
（簡易裁判代理権 有）
≪要予約！≫

善 意 寄 付
下記の方より、善意の寄付をいただき、ありがとうござ
いました。寄付については社協事業に活用させてい
ただきます。

井 島 弘 子
有 働 利 夫
荒 木 純 一
富 永 詞 子
大津山セキ
佐藤ヨシ子
池 田 聰 明
武田スズミ
日 永 照 子
荒 木 一 昭
西 村 和 也
宮 本 武 男
中 嶋 輝 弘
東 　 秀 幸
渡 辺 健 次
徳 永 利 男
梅 田 富 男
池 田 恭 子
堤 　 一 徳
緒 方 　 實
池 田 　 満
坂 梨 英 明
北 川 隆 之
齋 木 孝 代
徳 永 節 子
藤 山 耕 一
滝 本 俊 一
井 田 勝 徳
古家修一郎
竹下佐和子
山 崎 　 清
嶋田紀代子
笹渕　賢吾
莊山　安弘

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

亡夫）直治
亡母）幸子
亡母）チハヤ
亡子）晃昭
亡夫）孝徳
亡夫）誠吾
亡母）京子
亡夫）知
亡父）之雄
亡母）照子
亡母）エイ
亡妻）京子
亡子）清
亡母）テイ子
亡母）シズエ
亡母）シサト
亡父）不二男
亡夫）聰明
亡母）ツヨメ
亡弟）修
亡父）徳幸
亡父）博
亡妻）淳子
亡夫）功
亡母）魚住照代
亡父）耕介
亡母）百合子
亡母）ナツカ
亡母）子德
亡夫）康一
亡妻）信子
亡子）圭史
亡伯母）幸子
亡父）晃弘

◇金一封◇
◆髙松　寿英 様（寺山）
◆三串　直人 様（西吉地）
◆匿名　１件

◇物　品◇
◆福永　伸代 様（焼米）シルバーカー1台

社会福祉協議会社会福祉協議会
会費納入のお礼会費納入のお礼

　８月から９月にかけ、地域住民の皆様につきまし
ては、社協会費募集にご協力いただき誠にありがと
うございました。
　皆さまから寄せられました会費は、地域課題の解
決に向けた取り組み（地域福祉の推進）に向けての
活動費や必要経費として大切に運用さ
せていただきます。
　今度とも、社協活動のご理解・ご協
力のほどよろしくお願いいたします。

内　訳

菊 水 地 区

三加和地区

合 計

件　数

1,840件

1,444件

3,284件

金　額

920,000円

722,000円

1,642,000円


